
▼
出
前
公
民
館
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」

み
ん
な
で
歌
っ
て
動
い
て
健
康
づ
く
り

　

９
月
４
日
、
町
公
舎
で
根
雨
２
区

自
治
会
が
、
出
前
公
民
館
「
み
ん

な
で
う
た
お
う
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」
で
は
、

講
師
に
鳥
居
敏
子
さ
ん
（
黒
坂
）、

伴
奏
に
西
村
美
加
さ
ん
（
下
菅
）
を

迎
え
、
懐
か
し
い
昭
和
歌
謡
や
童

謡
な
ど
を
歌
う
ほ
か
、
歌
に
合
わ

せ
て
軽
い
体
操
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
赤
と
ん
ぼ
」「
ち

い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
な
ど
の

童
謡
、「
旅
の
夜
風
」「
い
つ
で

も
夢
を
」
と
い
っ
た
昭
和
歌
謡

な
ど
16
曲
を
み
ん
な
で
歌
唱
。

参
加
者
の
中
に
は
、
合
唱
団
で

活
動
し
て
い
る
人
も
あ
り
、
二

部
合
唱
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
に
合
わ
せ
て
軽
い

体
操
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
ベ
ン
ケ
イ
ガ
」（「
弁
慶
が
」
の

カ
タ
カ
ナ
表
記
）
と
い
う
歌
に

合
わ
せ
て
手
足
を
動
か
す
運
動
を

行
い
ま
し
た
。
1
時
間
30
分
と
い
う

短
い
時
間
で
し
た
が
、
町
公
舎
の

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
懐

か
し
い
歌
に
合
わ
せ
昔
話
に
花
が

咲
く
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

▲町公舎に美しい歌声が響き渡る
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▼
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動

大
人
が
手
本
と
な
り
、
あ
い
さ
つ
を

　

町
青
少
年
育
成
会
（
神
庭
賢

一
会
長
）
で
は
、
9
月
11
日
か

ら
14
日
ま
で
の
4
日
間
、
毎
年

恒
例
と
な
っ
て
い
る
高
校
生
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
日
に
根
雨
駅
、
黒
坂
駅
、

上
菅
駅
で
、
12
日
に
は
根
雨
駅
、

黒
坂
駅
、
13
日
と
14
日
に
は
日
野

高
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。
延

べ
9
団
体
82
人
が
参
加
し
、
あ

い
さ
つ
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
大
人

が
手
本
と
な
り
、
通
学
途
中
の

高
校
生
に
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け

を
す
る
こ
と
で
、
自
発
性
を
引

き
出
し
、
通
勤
途
中
の
大
人
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
模
範
と
な

る
よ
う
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
す
る
と
、
反
応
し
て

あ
い
さ
つ
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
、

恥
ず
か
し
い
の
か
黙
り
込
ん
だ

ま
ま
の
生
徒
の
姿
も
。
大
人
か

ら
率
先
し
て
高
校
生
に
声
掛
け

を
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
地
域
の
大
人
が

手
本
と
な
り
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲「おはよう」のあいさつで、さわやかに登校

出
前
公
民
館
の
ご
案
内

皆
さ
ん
の
地
域
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！

町
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
が
地
域
で
気
軽
に
集
ま
り
活
動
で
き
る
よ
う
、
講

座
や
教
室
な
ど
の
出
前
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
自
治
会
や
団
体
の

皆
さ
ん
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
出
前
公
民
館
メ
ニ
ュ
ー
】
▼
映
画
会
　
▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
　
▼
料
理
教
室

▼
み
ん
な
で
う
た
お
う
　
▼
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
　
▼
出
前
な
ん
で
も
講
座
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平成30年度『家庭の日』作品募集  審査結果

部　門 審査結果 タイトル 名　前 所属または住所 学年

絵
　
画

幼児の部 最優秀賞
かぞくみんなでアンパンマンミュージ
アムにいったよ

山田　愛莉 ひのっこ保育所 うめ組

低学年の部

最優秀賞 子うしがうまれたよ 山田　愛実 根雨小学校 2

優秀賞 スイカはどこだ !! スイカわり 濵岡ささら 黒坂小学校 2

優秀賞 おかあさんがつくった　おいしいごはん 宮﨑　　粋 根雨小学校 1

中学年の部

最優秀賞 みんなでカルタとり 長谷川心咲 根雨小学校 ３

優秀賞 たくさんのブルーベリーがり 長谷部夏帆 黒坂小学校 ３

優秀賞 ペルセウス座流星群見えた！ 世垣　　桜 黒坂小学校 3

高学年の部

最優秀賞 いとこみんなでハイチーズ 長谷川心春 根雨小学校 ６

優秀賞 ぼん祭 石田　麻央 根雨小学校 5

優秀賞 かんれき祝い 竹永　愛優 根雨小学校 5

中学生の部

最優秀賞 お帰りとただいま 山本　乙葉 日野中学校 2

優秀賞 ヒメボタル 瀨田　鈴華 日野中学校 ２

優秀賞 みんなで傘踊り 石田　梨央 日野中学校 ２

作
　
文

低学年の部

最優秀賞 わたしのおかあさん 池平　絆佳 黒坂小学校 １

優秀賞 ぼくのいもうと 長谷部直生 黒坂小学校 １

優秀賞 ぼくのとうちゃん 世垣　　力 黒坂小学校 １

中学年の部

最優秀賞 おじいちゃんのゴーヤ 長谷部夏帆 黒坂小学校 ３

優秀賞 野球 世垣　　桜 黒坂小学校 ３

優秀賞 4 人で日焼けした 時任ゆずり葉 黒坂小学校 3

高学年の部

最優秀賞 ぼくの意識改革 小倉啓太郎 黒坂小学校 ６

優秀賞 おぼんの準備 小倉　弓佳 黒坂小学校 ５

優秀賞 おばあちゃんはすごい 荒木　若菜 黒坂小学校 ６

中学生の部

最優秀賞 父と二人で観戦した高校野球 竹尾　拓真 日野中学校 １

優秀賞 僕のおじさん 亀﨑　翔真 日野中学校 ２

優秀賞 家族の思い出 山縣　優奈 日野中学校 １

写
　
真

低学年の部

最優秀賞 つかまーえた 頭本　　樹 根雨小学校 ２

優秀賞 つりぼり 池平　龍樹 黒坂小学校 2

優秀賞 うえをむいてあるこう 池平　絆佳 黒坂小学校 １

中学年の部

最優秀賞 おべんきょうですか ? 長谷部夏帆 黒坂小学校 ３

優秀賞 弟がねてるところ 小川　隼弥 根雨小学校 ３

優秀賞 大分の家ぞくとカラオケに行くよ 亀﨑真由梨 根雨小学校 ３

高学年の部

最優秀賞 父子クッキング 佐藤　安美 根雨小学校 6

優秀賞 家族で BBQ ！ 頭本　美玖 根雨小学校 ６

優秀賞 カブトムシを持つおねえちゃん 遠藤　圭太 根雨小学校 ５

中学生の部

最優秀賞 妹の誕生日 亀﨑　翔真 日野中学校 ２

優秀賞 お手 兼田帆乃香 日野中学校 ２

優秀賞 傘と巨人 奥田　世来 日野中学校 ２

一般の部

最優秀賞 お手伝い 奥田　美名 野田 －

優秀賞 おじいちゃんとおさんぽ 長谷部　舞 黒坂 －

優秀賞 案山子の家族～交通安全よろしくね～ 森田　順子 根雨 ―

各部門入賞者一覧

　日野町青少年育成会では、毎月第 3日曜日を『家庭の日』として普及活動に取り組んでいます。家族をテー
マにした作品を募集し、絵画の部に 37点、作文の部に 45点、写真の部に 24点の合計 106 点の応募があり
ました。


